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 駒

第１６号

駒 澤 営 友 会

会長 中畑　清
〒154-8525

世田谷区駒沢

１-23-11

駒澤大学同窓会内

T e l 03-3418-9189

Fax 03-3418-91910
この様な状況を去る６月２２日の幹事会で検討した結果、中畑会長をはじめ各役員および幹事においても、全国の都道府県同窓会支部の役員や幹事などを兼務して活躍していることや、最近の時世や景気状況などを鑑み、特に準備期間不足が懸念されることから、第４回総会を来年の開催をめどに１年延期するという結論に達しました。これに伴い役員人事も現行のままで１年延長することといたしました。　駒澤営友会の現状は、役員および幹事が同窓会各支部での活動にシフトしていることもあって、会報「駒」の発行、夏のビヤパーティ、忘年会以外は主だった活動が出来ておりません。特に、会の活動に必要な新規会員募集の呼びかけが出来ておらず、役員および幹事の若返りや会費納入の伸び悩みなどの問題をかかえております。これらの問題解決を計るべく新たな企画を検討しています。今までの会は、イベントを中心に重きをおいていましたが、今後は会員のためのネットワーク作りや、仕事や日常生活に役立つ勉強会、講演会の企画など会員の皆様が厳しい社会情勢の中に置いて少しでも役に立つ企画をと思っています。
会報「駒」において、宮城経営学部長より勉強会を兼ね論文をいただいています、連載で掲載しますのでご期待ください。また、講演会は早ければ今秋にも開催できるよう準備を始める予定です。これらの企画を通して、大学の知的財産が広く社会に活かすことを求められている今、会の質の向上を計ると共に、経営学部を卒業したことを生かした、会員のためになる会を目指して新たなる挑戦をして行きたいと考えています。　

　今回の総会延期に対して会員の皆様のご理解と今まで通りのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

なお、皆様からのご意見とご要望を３年間の中間会計報告等を紙面に掲載していますのでをご参照下さい。会員の皆様と次期総会でお会いすることを、役員および幹事一同心より楽しみにしております。会員の皆様の時下ご自愛専一とご健闘を祈り申し上げます。

　平成14年8月吉日

　　　　  　　　役 員 一 同

駒澤営友会会員各位

「駒澤営友会」第４回総会延期に関するお知らせ

　創立１０年目を迎えた経営学部同窓会「駒澤営友会」は、会員の皆様の暖かいご支援とご協力に寄りまして、過去３回の総会を中心に就職セミナー、ベンチャービジネスコンテスト、経営学部３０周年記念行事協賛、箱根駅伝の応援など大学同窓会の先駆的な存在として、その時々に大きな役割を果たしてきたものと自負しております。　さて、本年１０月１４日に駒澤大学創立１２０周年記念行事が開催されます。その祝典と同時開催で第４回総会を計画しておりましたが、当日の大学主催記念行事スケジュールとの関係で、総会の同時開催は開催準備等において、会員の皆様にご迷惑を掛けることとなることを懸念しております。
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新しい経営学の教育を求めて

経営学部長（商学博士）宮城　徹

経験科学（＝事実科

学）である経営学は、

企業・経済及び社会の

発展と相たずさえて進

まねばならない。その

際、経営学の教育は、

しっかりした理論的基礎づけがなかったら、せいぜい、都合の良いものになるので、おざなりであり続けるか、流行を追うにとどまる。ところで、企業の管理者には、現在起こりつつある変化のさなかで、チャンスを確認して生かす特別な挑戦があることは言うまでもない。そして、企業の管理は現在、新しい方向づけと考え方を改めていく過程にある。企業のモジュラー化、共生とネットワーク、電子市場、テレ協調（＝テレワーク）と仮想企業、組織の中の人間の成果の範囲の拡大といった新しい仕事のやり方がどんどん推し進められている。

これらはいずれも、新しい情報・コミュニケーション・テクノロジー、いわゆるＩＴによって可能になったのである。
このように、現今の情報・コミュニケーション・テクノロジーは企業の構造と管理を変革している。ここでは、このような現在の企業の直面する基本的諸問題のうち、企業のモジュラー化と共生的合意に話しを限定しよう。人間の欲望は無限だが、この欲望を満足させるための資源は有限である。つまり、財は希少であるというが経営学の出発点である。そこから、分業、専門化、迂回生産の必要性が出てくる。ところが、分業と専門化が増えると、調整しなければならなくなる。従って、情報の入手と処理のコストである取引コストが増える、
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情報・コミュニケーション・テクノロジーが取引コストの成り行きに及ぼう影響経済活動を調整しょうとするとさまざま
な資源を利用しなくてはならないのでコストが生じる。そのようなコストを調整コストとか取引コストと言う。新しい情報・コミュニケーション・テクノロジーが経済の調整形態の効率性に及ぼす影響について言えば次のとおりである。特異性の度合いがわずかな財・サービスの場合には（０からＳ1まで）、原則的には、市場調整がより効率的であり、特異性の度合いが高い財・サービス（Ｓ2以後）の場合には、ヒエラルヒー調整形態が、特異性の度合いが中程度の財・サービス（Ｓ1からＳ2まで）の場合には、混合調整が、より効果的であるということを図は再び明らかにしている。今ではすべての調整形態にありがちなことであるが、新しい情報・コミュニケーション・テクノロジーの導入は、固定的と取引コストと変動的取引コストを引き下げることになる。このような観点から言えば、ヒエラルヒー調整形態への移行はは右の方へ（Ｓ1の後からＳ1-a、Ｓ2の後からＳ2-aへ）移動する。

　　　　　　（次回へ続く）

入れ替え戦雑感

東都大学の入れ替え戦は野球通の間では、1点差ゲームの確率がレギュラーシーズンの試合と比べはるかに高く（なんでも10数シーズン100試合以上の統計を取ったところ40％に近かったらしい）、また負ければ地獄の緊迫した試合が多い為にハズレの少ない必見の試合として評判になっていると聞きました。栄枯盛衰の激しい東都大学の中にあって、入れ替え戦の結果に一喜一憂する他校のOBを見ながらいつも対岸の火事と高みの見物、「そういえばその昔あの石毛がキャプテンの時に入れ替え戦に出て延長戦でピッチャーをやった」等と入れ替え戦の話題といえば遙か20年以上も前の石毛の話が必ず出てくる程、駒大とは無縁の話だったのですが、まさに青天の霹靂、久々のリーグ優勝に喜び、
さあ連覇だなんて思っていたらその日が突然やって来ました。

大学時代の友とたまに酌み交わす酒の話題と言えば、黄金時代を築いた選手の話、中央田村、東洋松沼、大商大斉藤、同志社田尾、等多くのライバルとの激戦の話、そして優勝の後の渋谷での馬鹿騒ぎの話、懐かしい思い出の数々は野球部あればこそのもの。

最下位が決まってからは思い出への恩返しのつもりで、旧友へ「入れ替え戦に行こう」と電話をすると、おおむねOKの返事、久々の友から掛かってくる電話も「入れ替え戦に行こう」という内容、もちろんこちらも「そのつもり」と言う返事。

入れ替え戦をむかえて、単純に母校を応援したいと言う気持ちと同じ位にひとつの時代が終わりをむかえる予感のようなものが有り、それを自分の目で確認したいといった気持ちもあった、そして神宮に集まった多くの仲間も大
なり小なり同じような気持ちを抱いていたようである。２部落ちはある程度予想していた事であったが、経済紙でも優勝の記事より大きく扱われており、改めて50年以上も東都の1部に君臨して来た事の偉大さを知ると共に、ひとつの歴史に自ら区切りをつけた諸君が、終わった事は終わった事として、50数年前に一気に1部へ駆け上った先輩達のように自身の手で新しい歴史を切り開いてくれる事を心から祈りそして応援したい。

この次の旧友への電話は、又「入れ替え戦に行こう」と言う話になるだろう、もちろん2部で優勝をして1部復帰の戦いをする諸君を応援するために。

             4期　菅　沼

石名坂ゼミナール３０周年記念セミナー開催のご案内

「リスクマネジメント・セミナー」

リスク・マネジメント研究の第一人者としてご活躍中の石名坂教授が社会に送りだしたゼミナールOBも300名を越え、ゼミ創立30周年記念総会の一環と致しまして記念セミナーを開催することになりました。就きましては駒澤大学・大東文化大学の石名坂ゼミナールOB会員はもとより、リスク・マネジメントに関心をお持ちの関係各位のご参加を仰ぎたくご案内させていただきました。

日時：平成14年10月14日（月）

午後2時〜午後5時
場所：駒澤大学　9号館9-283教場

参加人数：150名　事前予約が必要です

参加費用：一般参加者：2,000円

主催：駒澤大学経営学部教授　石名坂邦昭

　　　駒澤大学経営学部石名坂ゼミナールOB会（会長　橋本清輝）

テーマ

第一部　リスクマネジメント講演

（下期講演テーマ参照）

第二部　パネルディスカッション

「現代学生気質」について

講師及び講演テーマ

明治大学　中林真理子先生

　　リスクマネジメント
　都立短期大学　床井睦子先生　会計学

　高千穂大学　恩蔵三恵穂先生　保険論

　駒澤大学　石名坂邦昭先生

　クライシスマネジメント

申込方法：一般参加者：郵送又はEメールにてお申し込みください。

（当日参加も可）

お問い合わせ

　駒澤大学石名坂ゼミナールOB会事務局　勝本泰樹まで

メールアドレスyaz-ka@cyborg.ne.jpまで　詳細は

http://www.komazawa-u.ac.jp/~zaka/

駒澤営友会　会計報告

平成１２年度決算書

支       出　　　　　　 　収          入    

印  刷  代　   111,825　　会費等収入　 　　810,000

広告宣伝費　　  60,000　　雑  収  入　　 　　2,694

交  際  費　  　76,750　  前年度繰越　　 1,473,575

通  信  費     130,400

消耗品費        77,017

支払手数料      67,327

雑      費       4,800

次年度繰越   1,758,150

合      計   2,286,269      合      計    2,286,269
平成１３年度決算書

支       出　　　　　　 　収          入    

印  刷  代　   151,147　　会費等収入　 　　645,000

交  際  費　  　15,750　　雑  収  入　　 　    163

通  信  費     205,222　  前年度繰越     1,758,150

消耗品費        88,188

支払手数料      54,981

次年度繰越   1,888,025

合      計   2,403,313      合      計     2,403,313
会計幹事からのご案内
会員の皆様には毎々格別のご支援ご協力を受け賜わりありがとうございます。昨年度の駒沢営友会の活動も各地同窓会との交流会に参加し盛んに行うことができ、年2回の会報と大学学園通信を送付することができました。また、大学は今大きく変わろうとしています同窓生皆さまのご意見とご支援協力を切望していますので、どのような事でも結構ですお便りをお待ちしております、内容によっては大学へご提示させていただきます。今後ともよろしくお願い申し上げます。
平成１４年度会費の納入を次の通りお願い致します。 

会費納入には次の２通りを用意しています。 

１．郵便振替 

口座番号　　 ００１４０ー０ー５６２６１２
　　　　加入者名　　　駒　沢　営　友　会 

２．銀行・郵便自動振替 

　　　年１回、８月１日指定口座より振り替えを行います。 

振替日当日が金融機関の休業日の場合には、翌営業日となります。

自動振替希望の方は、駒澤営友会事務局までご連絡ください。
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